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経済論叢(京 都大学)第168巻 第4号,2001年10月

ア メ リカ 自動 車 ・石 油 精 製 企 業 の

マ ス キ ー法 へ の対 応

一 触 媒 コ ンバ ー ター ・無 鉛 ガ ソ リ ンの

普.及を め ぐる産 業 間提 携 一一一

野 口 義 直

は じ め に.

今 日,排 気 ガス 低 減 技術 の 開 発 は,自 動 車 産 業 にお け る国 際競 争 ・提 携 の焦

点 と な って い る。 ア メ リ カ に お け る1970年 大 気 清 浄 化 法 修 正 法(CleanAir

ActAmendments。f1970;以 下,マ ス キ ー 法 と略 称 す る).の 成 立 と,ユ971年

の環 境 保 護 庁(Enviro㎜entalProtectionAgency;以 下,EPAと 略 称 す る)

の 設 立 を 画期 と して,各 国 自動 車 企 業 は低 公 害 自動 車 開発 競 争 を 開始 した。 以

来,実 用 化 さ れ て き た 代 表 的 な 排 気 ガ ス低 減 技 術 に は,触 媒 コ ンバ ー タ ー

(ビ ッ グス リー),CVCCエ ンジ ン(本 田技 研 工 業),燃 料 燃 焼 の 電子 制御 技 術

(日産 自動 車),直 噴 デ ィー ゼ ル エ ンジ ン(三 菱 自動 車),ハ イ ブ リ ッ ドエ ン ジ

ン(ト ヨ タ)な どが あ る。 最 近 で は ,次 世代 低 公 害 自動 車 の主役 と 目 され る燃

料 電 池 の 開発 を め ぐっ て,企 業 間 で の競 争 ・提 携 が 活 発 化 して い る。

低 公 害 自動 車 開発 をめ ぐ る企 業 間提 携 の特 徴o一 つ は,自 動 車企 業 と石 油 精

製企 業 の 間で の産 業 部 門 を越 え た協 力 関係 が 成 立 して い る こ とで あ る。燃 料 電

.池 開発 の 場 合,自 動 車 企 業GM一 トヨ タ連 合 は,石 油 企 業 エ ク ソ ンモ ー ビル と

と もに,燃 料 電 池 自動 車 で使 用 され る ク リー ン燃料 と して改 質 ガ ソ リ ンを共 同

開発 してい る%

1)『H本 経済新聞』2001年2月14日 付。
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従来の研究では,.低公害自動車開発をめぐる自動車産業内部の競争 ・提携関

係は分析されてきたが,自 動車企業 ・石油精製企業の産業部門の枠を越えた協

力関係については,十 分に問題にされてこなかった%し かし,自 動車産業は

単独で存在 しているのではなく,石 油精製産業 という自動車用燃料の供給主体

との相互依存関係の中で存在している。すなわち,自 動車企業間の低公害 自動

車開発競争は,石 油精製産業の側での燃料供給体制の整備を条件 として行われ

ている。また,石 油精製産業がどのような燃料を供給するかは,自 動車産業に

よる低公害自動車開発競争の結果に依存する。このように,自 動車産業内の競

争と石油精製産業内の競争 とは,相 互に条件づけあう関係にある。 したがって,

私は,低 公害自動車開発をめぐる自動車企業と石油精製企業の産業部門間での

協力関係を分析しなければならないと考えている。

本稿では,1970年 代,ア メリカ自動車企業による触媒コンバーター方式の実

用化に対応 して,石 油精製企業がクリーン燃料として無鉛 ガソリンを供給 した

事例を分析対象とし,な ぜ,大 手石油精製企業が,ア メリカ自動車企業の排気

ガス低減技術の開発 ・実用化に協力 したのかを検討する。

1マ スキー法下の低公害自動車開発競争

1低 公害 自動車開発競争にお けるア メリカ 自動車企業

1950年 代 半 ば に,ロ サ ンゼ ル スで 光化 学 ス モ フグが発 生 し,1960年 代 に は大

.都 市 部 にお ける大 気 汚 染 問 題 が 一 層 深 刻 化 した 。 そ の原 因 と して 自動 車 排 気 ガ

ス 中の有 害物 質が 指 摘 され,1960年 代 半 ば に は,ア メ リカ 自動 車 企 業 へ の批 判

が 強 ま っ て い た3)。そ して,1970年12月 に は,全 米 初 の本 格 的 な大 気 汚 染 防 止

2)ア 垂ウカ自動車 産業成立期の両 産業の関係 については,大 東による、石油精製産業の技術革新

に よるガソリ ン大量生 産の実現 が,自 動 車産業の発展の条件 となった とい う指摘 がある。(大 東

英祐 「アメリカにおける大量生 産システムの形成基盤.......一自動車産業 の生成 を中心 と して 」

(東京大学社会科 学研 究所編 『20世紀 システム2経 済成長〔2)基 軸』東 京大学 出版会 一998

年)第3章 しか し,ア メ リカ自動 車 ・石油産業が本格的に環境対策をすす めた/970年 代 の両.者の

協力関係 について論 じた ものは存在 しない。

3)た とえば,1969年,ジ ョンソ ン大統領 が,自 動 車製造業者連 盟(Auてomo丘veM臼1mfaじmrels/
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法 とて しマ ス キ ー.法が 制 定 され,1971年1月 に は 同法 を所 管 す るFPAが 設立

され た 。

マ ス キ ー法 は ,自 動 車 企 業 に 対 して,炭 化 水 素(HC)お よ び 一 酸 化 炭 素

(co>に つ い て は1975年 以 降,窒 素酸 化 物(NOx)に つ い て は1976年 以 降 に,

現 行 の90%以 上 を削 減 す る とい う厳 しい排 気 ガ ス規 制 を 課 した。 マ ス キ ー法 の

成 立 に よ って,ア メ リカ乗 用 車 市 場 に 参 入 して い た 各 国 自動 車 企 業 は,急 速 か

つ 飛 躍 的 な排 気 ガ.ス技 術 開 発 を 要 請 さ れ た 。 と りわ け,ア メ リカ 自動 車 企 業 に

と って,マ ス キ ー法 基 準 の 達 成 は,ア メ リカ乗 用 車.市場 にお け る生 き残 りを賭

け た競 争 条f牛 とな った 。

ア メ リカ 自動 車 企 業 は,都 市 部 に お け る大 気 汚 染 問 題 の 深 刻 化 と 自動 車 産 業

に対 す る批 判 を 受 け て,1960年 代 よ り排 気 ガ ス技術 開発 を本 格化 させ ,1960年

代 末 に は,触 媒 コ ンバ ー ター方 式 の採 用 で 一 致 を見 て い た 。1970年1月14日 に

は,コ ー ルGM社 長(EdwardF.Cole>が,デ トロ イ トで 開 催 さ れ た 自動 車

技 術 者協 会(SocietyofAutomotiveEngineers,inc.)の 会 合 の席 上 で,GMが

自動 車排 気 ガス の連 邦 基 準 をみ た す た め に触 媒 コ ンバ ー ター の搭 載 を計 画 して

い る こ とを発 表 し,フ ォー ドと ク ラ イス ラー も この発 言 に賛 同 した4}。

しか し,マ ス キ ー法 制 定 後,排 気 ガス技 術 開発 に おい て ブ レー ク ス ルー を果

た した の は,ア メ リカ 自動車 企 業 で な く 日本 自動 車 企 業 で あ った 。 本 田技 研 は,

CVCCエ ンジ ンを,東 洋:.J:業は ロー タ リー ・エ ン ジ ン を 開発 して,1970年 代

前 半 に は,マ ス キー 法基 準 を達 成 した 。 さ ら に,触 媒 コ ンバ ー ター方 式 は,排

気 ガ.ス公 害 を克服 す る決 定 的 な技術 と はな りえ な か った。 ア メ リカ 自動 車 企 業

は,ユ975年,1976年 の基 準 を 達 成 で きず,EPAに 対 して 目標 達 成 期 限 の 延 長

を 追 った 。結 果,マ ス キ ー法 にお い て は全 米 規 模 で の大 気 清 浄 化 実 現 の 期 限 が

＼Association:AMA)内 で締 結 さ れ た 排 気 ガス 低 減 装 置 を特 許 料 な しで 相 互 提 供 す る こ と を定

め た協 定(1955年 締 結)を,排 気 ガ ス技 術 開 発 競 争 を制 限 す る もの で あ り,反 トラス ト法 に違 反

す る と して 提 訴 して い る 。

4)JosephC.RQLcst,ETHYL;AHistoryoftheCorporationandthePeopleWhoMule!t ,The

UniversityPiesofVivginia,且983,vv,295-296 .
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1986年 とされ て い た の に対 して,1977年 大 気 清 浄 化 法 修 正 法 に お い て,目 標 達

成 は1991年 ま で 延 期 され だ 〕。 結 局,ア メ リカ 自動 車 企 業 に よ るマ ス キ ー法 基

準 の達 成 は,1981年 にまで 遅 延 す る こ とにな った 。 しか も,そ の基 準 達 成 は,

トヨ タが 改 良 した 三 元触 媒 コ ンバ ー ター と,日 産 が 開 発 した エ ンジ ン内燃 焼 の

電 子 的 制 御技 術 の 導 入 に よ って実 現 され,結 局,日 本 自動 車企 業 の技 術 力 に依

拠 す る もの だ っだ ㌧

この排 気 ガ ス技 術 開発 の遅 れ は,低 燃 費 技 術 開 発 の 遅 れ と並 ん で,1970年 代

に ア メ リカ 自動 車企 業 の競 争力 が 弱 体 化 した 一 因 とな って い る 。1970年 代 以 前

に は,ア メ リカ 自動 車 企業 は,高 圧 縮 エ ン ジ ンを 搭 載 す る中 ・大 型 車市 場 を 中

心 に,.ア メ リカ 乗 用 車 市 場 に お い て 強 固 な独 占 体 制 を 築 い て い た 。 しか し,

1970年 代 の ア メ リカ乗 用車 市 場 に お い て は,マ ス キー 法 の 成 立 に よ る排 気 ガ ス

規 制 強 化 と オ.イル シ ョ ックに よる ガ ソ リ ン価 格 高 騰 に よ って,低 燃 費 ・低 公 害

の 自動 車 に対 す る需 要 が急 拡 大 した 。 この よ うな 需 要 構 造 の 変 化 を前 に して,

..高 出力 の 中 ・大 型 乗用 車 を主 力 と してい た ア メ リカ 自動 車 企 業 は,低 公 害 ・低

燃 費 の小 型 乗 用 車 を 主 力 とす る 日本 自動 車 企 業 の 前 に,市 場 シ ェア の低 下 を余

儀 な くされ た 。 そ して,1970年 代 の オ イル シ ョ ック を契 機 とす る小 型 車市 場 の

急 拡 大 期 に は,ア メ リカ 自動 車 企 業 は経 営 危 機 に追 い 込 ま れ る こ とに な った㌔

この よ うに,口 米 自動車 企 業 の競 争 関 係 だ け を取 り出 して み れ ば,ユ970年 代

は,日 本 自動 車 企 業 に対 す る アメ リカ 自動 車 企 業 の 敗 北 の プ ロセ ス で あ る 。 し

か し,裏 を返 せ ば,ア メ リカ 自動 車 企 業 は,高 公 害 ・高 燃 費 の 大 型 乗用 車 を生

産 して きた に もか か わ らず 低 公 害 ・低 燃 費 車 の 需 要 増 大 とい う経 営環 境 の激

変 を堪 えて い る とい う こ と もで きる。 で は,ア メ リカ 自動 車企 業 が,ア.メ リカ

乗 用 車 市 場 に踏 み と ど ま る こ とがで きた 条 件 は何 で あ ろ うか 。

5〕 水 谷 洋 一 「ア メ リカ に お け る自動 車 排 ガ ス規 制 の 歴 史〔2〕.博一 橋研 究 」 第 ユ6巻 第1号1:通 巻91

号),1991年4月,177-179ペ ー ジ.

6〕"EPA,FactSheetOMS-12,"EPA400-F-92-O】4,August19'W.

7〕 平 野 健 「GMの 「戦 略 的 再編 計 画」 の展 開 過 程一 「日本 的 生 産 方 式1と ア メ リカ 自動 車 企

業 の合 理 化 〔1:一 」ro済 論 叢 」M149巻 第4・5・6号,1992年4・5・6月 に拠 る。
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低 公 害 自動 車 開発 につ い て見 れ ば,フ ォー ドは,1960年 代 末 よ り,ア メ リカ

石 油 精 製 企 業 の協 力 を得 て,排 気 ガ ス低 減 の た め の 産 業 間 共 同技 術 開発 機 構 を

組 織 し,触 媒 コ ンバ ー ター方 式 の 開発 と実 用 化 の 目処 を た て て い た。 そ して,

ア メ リカ 自動 車 企業 は,触 媒 コ ンバ ー ター 方 式 を 一 致 して採 用 し,ま た,ト ヨ

タ,日 産,三 菱 自動 車 な ど 日本 自動 車 企 業 に も触 媒 コ ンバ ー ター 方式 を選 択 さ

せ,辛 う じて マ ス キ ー法 の要 求 を満 た す こ とが 可 能 とな った 。す なわ ち,ア メ

リカ 自動 車 企業 は,1970年 代 を通 じて,排 気 ガス技 術 開発 競 争 の激 化 を抑 制 す

る戦 略 を採 用 して い る。

そ こで,次 節 で は,そ の発 端 とな った,フ ォー ド自動 車 と モ ー ビル石 油 が 中

心 に組 織 した産 業 間排 気 ガ ス削 減 技術 開発 計 画 につ い て見 て い き たい 。

2ア メ リカ自動車 ・石油精製企 業による排気 ガス技術開発

ユ967年4月,フ ォー ド 自 動 車 と モ ー ビ ル 石 油 は,IIEC(lnter-lndusrry

EmissionControlProgram;産 業 間 排 気 ガ ス制 御 プ ロ グ ラ ム)を 組 織 した。

この組 織 は,ア メ リカ石 油精 製企 業 と各 国 自動 車 企 業 が 参 加 す る,業 際 的,国

際 的 な排 気 ガ.ス低 減 の た め の 共 同技 術 開発 機 構 で あ る。

IIECの 当初 の 目的 は,1940年 の ロサ ンゼ ル ス の水 準 に ま で 排 気 ガ ス を低 減

させ る こ とで あ った が,マ ス キ ー法 の成 立 と と も に同 法 の 基準 達 成 に 変更 され

た 。 第 一次 産 業 間 排 気 ガ ス 制御 プ ロ グ ラ ム(IIEC一 ユ)は,1967年 か ら1973年

まで の足 か け7年 に わ た っ て 活 動 した 。 さ ら に1974年1.月,マ ス キー 法 に よ っ

て 要 求 さ れ る排 気 ガ ス基 準 を 満 た す こ と を 目指 して,IIEC-1は,IIEC-2に 拡

大 され た9}.第1表 に,IIEC…/お よ びIIEC-2へ の 参 加 企 業 を 示 した。 同義 に

よれ ば,IIEC-1に は,7社 の米 日欧 自動 車 企 業 と,6社 の ア メ リカ石 油 精 製

企 業 が 参 加 した 。 また,IIFC-2に は.4社 の 日米 自動 車 企 業 と,5社 の アメ

8)L.].M,Cabeandw 、J.Koehl,"TheIn【er.hLd巳strtyEmissionCotrDlProgram.ElevenYcars

D{ProgressinAu【.Drτ 注o巳,e.EmissionsandFuelEconomyResearch ,"1螂8rぜ 舩ゴ召∫tryEm{∬ εo"

Cθ ごrθ1月 叩κ肌 〃,2(IIE〔}2りfケo∬8∬ReporaNa4,SocietyofAutomoti》 ヒEn区inヒers,InG.,1978.
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第1表IIECへ の参 加 企.業

〔345}79

IIEC-1

参加年 自動車企業 石油精製企業 備考

ユ967.4 FordMotorC。mpany MobilOilCorp。ration

1968.6 Fiat,S.P.A,

MitsubishiMotorsC(,rp.

NissanMotorCo.,Ltd.

ToyoKogyoC⑪:,Ltd.

Am。coOilCompany

Atrantic-RichfieldCompany

MarathonOilCompany

TheStandardOilC〔}.(Ohio)

SunOi且Company

1970 VolkswagenwerkA.G. 技術情報協定

1971 ToyotaMotorCo.,Ltd. 技術情報協定

HEC一.2

参加年 自動車企業 石油精製企業 備考

1974.1 FordMot。rCompany Am㏄oOilcompany

MitsubishiMotorsC(」rp、 Atr量1ntic.RichfieldCompany

. NissanMりforCo、,Ltd. MarathonOilCompany

ToyotaM〔 》forCo.,Ltd. MobilOilCorporation

TheStandard(:)IIC〔L(Ohio)

出所=L.」.McCabeandw.J.Koehi,"TheGner-lndustryEmissionControlProgram;Eleven

YearsofProgressinAutomotiveEmissionsandFuelEconomyResearch;'Ia-r-lsd-ery

E凋 庶物 η伽 肛π躍P㎏ ηz那2(IIEC.烈1う09鷹 ∫ReportNo.4,1978よ り作成.

リ カ 石 油 精 製 企 業 が 参 加 して い る こ と が わ か る 。

こ れ ら 参 加 企 業 か ら は,IIECの 共 同 研 究 に 対 し て,1967年 か ら1972年 の5

年 間 に 約2000万 ド ル の 費 用 が 提 供 さ れ た 。 ま た,IIEC-2に 対 して は,1974年

か ら1977年 ま で の 問 に,さ ら に1100万 ドル が 投 じ ら れ た 。.各 企 業 は,研 究 テ ー

マ と研 究 費 の 割 当 を 受 け,数 ヶ 月 ご と に ミ ー テ ィ ン グ を 開 い て ,排 気 ガ ス に 関

す る エ ン ジ ンの 基 本 的 な 性 質,各 々 の ガ ス の 制 御 方 法,制 御 に 用 い る 装 置 の 性

能,耐'久 性,加 」:法,経 済 性 に つ い て の 情 報 を 共 有 し た 。 ま た,参 加 企 業 は

IIECと,各 企 業 が 所 有 す る排 気 ガ ス技 術 に 関 す る 特 許 と ノ ウ ハ ウ を 相 互 に 利

川 す る権 利 を もつ 協 定 を 結 ん だ 。
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触 媒 コ ンバ ー ター方 式 は,IIECに 参 加 す る企 業 が 主 体 とな って 開発 され た

装 置 で あ る。 第2表 に,参 加 企 業 の取 得 した 特 許 を示 した が,同 表 に よれ ば,

IIEC参 加 企 業 は,触 媒 コ ンバ ー ター 方 式 に か か わ る主 要 な特 許 を所 有 してい

る こ とが わ か る。 以 下,次 章 以 降で の分 析 に必 要 な 限 りで,触 媒 コ ンバ ー ター

の 技術 的 特徴 に つ い て述 べ て お き たい 。

第 一 に,触 媒 コ ンバ ー ター とは,自 動 車 の マ フ ラー部 に装 着 し,白 金 触 媒 な

ど を用 い て 排 気 ガス 中 の有 害 物 質 を除 去 す る装 置 で あ る。触 媒 性 能が 排 気 ガ ス

低 減 能 力 を 決 定 す る が ゆ え に,触 媒 開 発 が 技術 開発 上 の 急所 とな る。 触 媒 開発

にお い て は,石 油精 製企 業 が 蓄 積 して きた 化 学 技 術 が 生 か さ れ た 。石 油 精 製 プ

ロセ ス にお い て は,原 油 の脱 硫 プ ロ セ ス,溜 分 の 分 解 ・改 質 プ ロセ ス な どに お

い て,化 学 反応 を促 進 さ せ る た め に各 種 触 媒 を用 い る。触 媒 性 能 が石 油 精 製 能

力 を規 定 す る た め,石 油 精 製企 業 は触 媒 技 術 を 蓄 積 して きた 。 触 媒 コ ンバ ー

ター は,石 油 精 製 企 業 の触 媒技 術 の蓄 積 な しに は 誕 生 しなか っ だ)。 触 媒 コ ン

バ ー ター の 基礎 研 究 の担 い手 は石 油 精 製 企 業 で あ り,1970年3月 に は,モ ー ビ

ル石 油 が 触 媒 コ ンバ ー ター を発 表 してい るL%

第 二 に,触 媒 コ ンバ ー ター は,マ フ ラー に:装着 す る補 助 的装 置 で あ るが ゆ え

に,エ ン ジ ン仕様 の 変更 を要 求 しない 。 した が って,触 媒 コ ンバ ー ター は,自

.動 車 産 業 全 体 に 普 及 す る こ とが 比 較 的 容 易 で あ った 。 これ に対 して,ホ ン ダの

CVCCエ ン ジ ンや マ ツ ダ の ロ ー タ リー ・エ ン ジ ンは,エ ン ジ ン自体 の 開発 に

よ って 排 気 ガス 低 減 を達 成 した。 自動 車 企 業 に と って エ ン ジ ン部 分 は最 も核 と

な る技 術 で あ り,特 許料 が 高 額 とな るた め,CVCCエ ンジ ン,ロ 三 夕 リー ・

エ ンジ ンの 自動 車 産 業 全 体 へ の普 及 はす す ま なか っ た。1973年 の時 点 で,GM,

フ ォー ドと もに,ホ ン ダのcvccエ ンジ ン,マ ツ ダの ロー タ リー ・エ ン ジ ン

生 産 の た め の ラ イセ ンス取 得 に動 い て い た1㌔ だ が,ア メ リ.力自動 車 企 業 の販

9)岡 本和 理 『自動 軍 用 エ ンジ ンの 性 能 と歴 史」 グ ラ ン プ リ出版,1991年,157一 ユ58ペ ー ジ。

10)「 輸 送=モ ー ビル の 実 験 車 」 『PETROLEUMPRESSSERVICE〔H本 語 版)」1970年4月 σ

11)水 谷,前 掲 論 文.159ペ ー ジ。
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第2表IIEC-1,2..Fの 企 業 の特 許取 得

企 業 特 許 内 容

AmocoOil

Company

内燃機 関中の排気 ガスか ら窒 素酸化 物を除去す るための装置お よ

び方法

窒 素酸化物減少触媒の活性化 方法

窒 素酸化物削減のための炭素触媒

窒素酸化物削減のための組成 と方法

モノ リシックセラ ミックサポー トに関す るニ ッケル.ロ ジウム窒

素酸化物触媒

燃焼排気 ガス処理中の窒素酸 化物変換 の最,k化

窒素酸化物削減の触媒 と方法

内燃機関の排気 ガスを処理す る触媒

ニ ッケル,ロ ジウム,モ ノリシックセラ ミックサ ポー ト触媒を使

用 した内燃機関排気 ガス処理 方法

内燃機関の排 気 ガス中の窒素酸化物 を削減す る触媒

FordMotor 排 気 ガス削減装 置を搭 載 した 内燃機 関

Company 排 気 マ ニ フ ォ ル ド熱 パ ル プ制 御 シ ス テ ム

多 塔 コ ンバ ー ター

安定化 レニ ウム触媒

安定化触媒
セ グメン ト化 された三 元触媒.

MobilOil 部分燃焼ガス酸化触媒の作成方法
Corporation 排 気ガ ス触媒 コンバ ー ターの 高温保護機構

ガス流中の一酸化炭素,炭 化水素酸化のための触 媒反応装 置

ガス流か ら有毒成分 を除去す る触媒の組成

自動車排気ガス酸化触媒の再活性化
ガス流 中の有毒成分 を除 去す る触媒 コンバー ター

NissanMotor バイパス機構 をもつ排 ガス削減装置

Co.,Ltd. 自動車用大気汚染防止 システ ム

ToyoKogyo 自動車用燃料 タンク装置

Co.,Ltd. 燃料 タンクの燃料気化処理装置

排 気 ガ ス の バ イ パ スバ ル ブ

ToyotaMotor 内燃機関 エン ジンの排気 ガスを再循 環させ る電子 制御装置

Co.,Ltd.

出 所:LJ.1McCabeandW.」.Koehj,"TheInt㎝.lndustryEmissionControlProgram;Eleven

YearsofProgress㎞AutomotivcEmiss孟onsandFue[EconomyResearch,"ノ 庸7ヤ17`4配5卿

E加 曲 伽Contro-Program2ビZZEひ 幻 伽 羅 椰Rゆ 配Nd.4,1978よ り作 成 。
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売 す る1976年 新 車 に採 用 され た の は,触 媒 コ ンバ ー ター方 式 で あ った 。 また,

日本 の トヨ タ,日 産,三 菱 自動 車 は,ア メ リカ 自動 車 産 業 か ら技 術 導 入 し,触

媒 コ ンバ ー ター方 式 に よ る排気 ガ ス削減 を志 向 した。 それ を可 能 に した....一条 件

は,触 媒 コ ンバ ー ター導 入 の技 術 的 な容 易 さで あ る、

ア メ リカ 自動 車 企 業 に とっ て の,IIECと い う業 際 的 ・国 際 的 な 共 同研 究 プ

ロ グ ラ ムを組 織 す る こ と の メ リ ッ トは,他 企 業 の研 究 開 発 の 成 果 を摂 取 で きた

こ とで あ る。 す なわ ち,フ ォー ドは,IIECを 通 じて 石 油 精 製 企 業 と業 際 的 な

共 同研 究 をす す め る こ と に よ って,触 媒 コ ンバ ー ター方 式 に排 気 ガ ス技術 開 発

の 活 路 を見 出す こ とが で きた 。 さ らに,IIECに,日 本 自動 車 企 業 が参 加 す る

こ と に よ っ て,フ ォー ドは,三 元 触 媒 の 改 良(ト ヨタ),排 気 ガ.スとエ ンジ ン

内燃 焼 の電 子 制 御(口 座.)な どの 日本企 業 に よ る重 要 な技 術.革新 を 摂 取 す る 上

で の協 力 関係 の基 礎 を構 築 す る こ とがで きた もの と考 え られ る。 ま た,ア メ リ

カ 自動 車 企 業 は,IIECを 通 じて 日本 自動 車企 業 に触 媒 コ ンバ ー ター方 式 を 普

及 す る こ とに よ って,排 気 ガ ス低 減技 術 開発 を め ぐ る国際 競 争 の激 化 とい う事

態 を当面 避 け る こ と もで きた とい え よ う。

3排 気 ガス技術規格間競争 と燃料 規格

マ ス キ ー法 の排 気 ガ ス 目標 値 達 成 を め ぐ って,〔1}触 媒 コ ンバ ー ター 方 式,

(z)CVCCエ ン ジ ン,(3:〕 ロ ー タ リー ・エ ンジ ン,(4)デ ィー ゼ ル ・エ ンジ ンの,

四 種 の 排気 ガス技 術 を所 有 す る企 業 間 で,競 争 が 展 開 され る こ とに な った 。 こ

れ らの 排気 ガ.ス技 術 は,異 な る規 格 の燃 料 を要 求 した。 第3表 は,排 気 ガ ス技

術 と燃 料規 格 の対'応関係 を概 括 した もの で あ る。 こ こで,.触 媒 コ ンバ ー ター 方

式 が,無 鉛 ガ ソ リ ンを必 要 とす る こ と に注 目 して い た だ きたい 。

NAS(全 米科 学 者協 会)は,EPAか ら,排 気 ガス装 置 が マ ス キ ー 法 基 準 を

満 た す か ど うか につ い て の技 術 的 判 断 を委託 さ れ,1973年,触 媒 コ ンバ ー ター

搭 載 車 に対 して,無 鉛 ま た は低 鉛 の ガ ソ リ ンの使 用 を義 務 づ け た12,。これ は,

12)19ア3年2月,全 米 科 学 ア カ デ ミー(NationalAcademyofSciences:NAS)は,EPAに 排 ノ
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第3表 自動.車企 業 の排 気 ガ.ス技 術 と燃 料 規 格

(34臼)83

排気 ガス技術 燃料 規 格 企 業

触媒 コ ンバ ー ター 無 鉛 ガ ソリ ン UM,フ ォ ー ド,ク ラ.イ ス ラ ー,

ト ヨ タ,日 産,三 菱 自 動 車

CVCCエ ン ジ ン 有 鉛 ・無 鉛 ガ ソ リ ン 本田技研

「1一 タ リ ー ・エ ン ジ ン 有 鉛 ・無 鉛 ガ ソ リ ン マ ツ ダ

デ ィ ー ゼ ル ・エ ン ジ ン 軽油 フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン,ベ ン ツ

出所=水.谷洋 ・「アメIJカにおける自動車排 ガス規制の歴史1:2}..r-4研究』第16巻筆1.号,1991

年4月 を参考に作成。

ガ ソ リ ン中 の鉛 に よ って,触 媒 コ ンバ ー タ.一で 使 用 さ れ る 白 金触 媒 の性 能 が 劣

化 す るた め で あ る。

四 エ チ ル鉛 は,ガ ソ リ ンの オ ク タ ン価 向 上 添加 剤 と して,1920年 代 以 来,ア

メ リカ石 油 精 製 産 業 に よ っ て使 用 さ れ て きた 。 四 エ チ ル鉛 の登 場 に よ っ て ハ イ

オ ク ガ ソ.リンが 安 定 して供 給 され る よ うに な り,中 ・大 型 乗 用 車 市 場 拡 大 の 条

.件 が形 成 され,ア メ リカ.自動 車 産 業 の発 展 の基 礎 が築 かれ た。 だが,ガ ソ リ ン

か ら鉛 を 除去 す れ ば,ガ ソ リ ンの 平 均 オ ク タ ン価 は低 ドす る。 この 結 果,ア メ

1.1力自動 車 企 業 に と って は ,中 ・大 型乗 用.車の販 売 の条.件が 失 わ れ る こ と にな

る。 す なわ ち,触 媒 コ ンバ ー ター 方 式 は,.ア メ リカ 自動 車 企 業 に と って,低 コ

ス トで の 排 気 ガス 低 減 とい う メ リ ッ トを もた らす が,他 方 で は,ガ ソ リ ン ・オ

ク タ ン価 の 低 下 を もた ら し,.大 型乗 用 車 を販 売 す る条 件 を掘 り崩 す の で あ る 。

ア メ リカ 自動 車 企 業 に と って の この矛 盾 は,ア メ リカ石 油.精製企 業 が無 鉛 ハ イ

オ ク ガ ソ リ ンの 大 量 生 産 を 実現 す る こ と に よ って しか 解 決 しな い 。

さ ら に,ホ ン ダのCVCCエ ン ジ ン車,マ ツ ダ の ロ ー タ リー エ ンジ ン車,

フ ォル クス ワー ゲ ンの デ ィー ゼ ル エ ンジ ン車 が,す で に石 油精 製産 業 に よ っ て

大 量 供 給 さ れ て い た有 鉛 ガ ソ リ ン,軽 油 を燃 料 と して い た の に対 して,後 述 す

＼気 ガス低減技術 の審査 を委託 され て提出 した レポー トの中で,.各 自動車 メー カーが1975A-IIC,

CO基 準 を達成す る技術 的実現11∫能性 に関連 して,触 媒 ユンパー.・.ター技術 を採 用する場.含には無

鉛 ・.低鉛 ガソ リンを使用す ることを義務づ けている。(水 谷,前 掲 論.文,167一 ユ68ページ。)
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る アモ コを除 い て は,石 油精 製企 業 は触 媒 コ ンバ ー ター搭 載 車 が 燃 料 とす る無

鉛 ガ ソ リ ンを供 給 して い なか った。 す で に見 た よ うに,ア メ リカ 自動 車企 業 は,

個 別 企 業 と して は海外 自動 車 企 業 に優 る排 気 ガ.ス技 術 を開 発 す る こ とが で きず,

IIECを 組 織 し,石 油 精 製 企 業,海 外 自動 車 企 業 と共 同技 術 開 発 を お こ な う こ

ζに よ って この 制 限 を 乗 り越 え よ う と した。 さ ら に,ア メ リカ企 業 に とっ て は,

開発 した 触 媒 コ ンバ ー ター方 式 の実 用 化 に必 要 な 無 鉛 ガ ソ リ ンが供 給 さ れ て い

ない とい う 自動車 用 燃 料 規 格 の制 限 が 存 在 して い た 。 触媒 コ ンバ ー ター方 式 実

用 化 の た め には,石 油 精 製 産 業 が 無 鉛 ガ ソ リンを 全 米規 模 で 大量 に供 給 す る こ

と,す なわ ち,ガ ソ リ ン無 鉛 化 を徹 底 す る こ とが 不 可 欠 の 条件 で あ っ た。 自動

車 産 業 にお け る排 気 ガ ス技 術 開 発 競 争 に 出 遅 れ た アメ リカ 自動 車企 業 は,石 油

精 製 産業 に無 鉛 ガ ソ リ ンを大 量 生 産 させ る こ とを死 活 の課 題 と した ので あ る。

実 際 に,ア メ リカ 自動 車 産 業 は,石 油 精 製 産業 に ガ ソ リ ン無 鉛 化 を強 く要 求

した1ユ}..前述 した,ユ970年1月 の 自動 車 技 術 者 協 会 の会 議 席 上 で,コ ー ルGM

社 長 は次 の よ うに述 べ て い る。

「GMは 自動 車 排 気 ガ スの 連 邦 基 準 を み た す た め に 触 媒 コ ン.バー ター の搭

載 を計 画 して お り,白 金触 媒 と有鉛 ガ ソ リ ン とが 両 立 しが た い た め,ガ ソ

リ ン含 鉛 量 の 段 階 的 削 減 も し くは完 全 な無 鉛 化 が 求 め られ る。」且4}

これ は,石 油 精 製 産 業 に対 して ガ ソ リ ン無 鉛 化 を要 請 す る,ア メ リ カ 自動 車

産 業 の 最 初 の 公 的 な メ ッセ ー ジ で あ っ た。

さ ら に,自 動 車 企 業 はEPAに 対 して もガ ソ リ ン無 鉛 化 の早 期 実 現 を強 く要

求 して お り,EPAは これ を受 け て ガ ソ リン含 鉛 規 制 を実 施 し,石 油 精 製 産 業

に ガ ソ リン無 鉛化 を強 制 しだ%

で は,ア メ リカ石 油 企 業 は,自 動 車 企 業 の ガ ソ リン無鉛 化 要 求 に対 して,ど

13〕 日本においても石油精製産業{:1975年にガソリン無鉛化を達成して,ト ヨタ,日 産,≡ 菱 自動

車が触媒コンバーター車を販売する条件を形成した。

14)Robert,op..,PP.295-29唱.

15)EPAの ガソリン含鉛規制がアメリカ石油精製産業に与えたインパクトについては,.拙稿{ア

メリカの環境規制と多国籍石油企業」を参照せよ。また,ア メリカ自動車企業とEPAと の関係.
については,さ らに詳細な分析が必要であろう.別 稿で論じるととにしたい。
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の よ う に 対 処 し た の だ ろ う か 。 こ の 問 題 に つ い て ,次 章 で 検 討 す る

II石 油精製企業によるガソリン無鉛化

1ガ ソ リン無鉛化 と製油所の高度化

1970年1月 の コ ー ルGM社 長 に よ る ガ ソ リ ン無 鉛 化 要 請発 言 に対'して,.大

手 石 油 精 製 企 業 は 噛

「石 油 精 製 会 社 と して は,自 動 車 メ ー カ ーが 無 鉛 ガ ソ リンを使 用 で きる エ ン

ジ ンを開発 しさ え ずれ ば,即 座 に ガ ソ リ ン中 の 鉛 を 除 去す る」属0:脚

と声 明 し,ア メ リカ 自動 車 企 業 へ の 協 力 を表 明 した 。 しか し,現 実 に は,石 油

精 製 産業 全 体 と して は,無 鉛 ガ ソ リンの 大 量 供給 を た だ ち に実 現 す る こ と はで

き なか った。

ア メ リカ石 油 精 製 産.業は,.四 エ チ ル鉛 を,ガ ソ リ ンの オ ク タ ン価 向 上 添加 剤

と して使 用 して きた。 川 エ チ ル鉛 は,1920年 代 にGMの 技 術.者が 開 発 した も

.の で あ り,GMと エ ク ソ ン(当 時StandardOilofNewJersey ,現 在 は

ExxonMobil)が 共 同 で 設 立 した エ チ ル社(EthylCoエp .)が 生 産 ・販 売 して き

た 。 ア メ リ カ 石 油 精 製 企 業 の ほ と ん ど は,エ チ ル の フ ラ ン チ ャ イ ズ

(EthylizedGasoline)を 取 得 し,四 エ チ ル鉛 を購 入 して,ガ ソ リ ンに添 加 して

ハ イ オ ク ガ ソ リ ンを 供 給 して き たユη。 唯 一 の 例 外 は,後 述 す る アモ コ(当 時

StandardOilCo.ofIndiana,現 在 はBPAmoco)で あ る。

1970年 当 時,石 油 精 製 産 業 全 体 と して は,鉛 添 加 の も とで プ レ ミ ア ム級100

オ ク タ ン,レ ギ.ユラ一 級94オ ク タ ンを達 成 してい た 。 しか し,鉛 を添 加 しな け

れ ば,ガ ソ リ ンの オ ク タ ン価 は,プ レ ミア ム級95オ ク タ ン,レ ギ ュ ラー級87オ

16)「 デ トロ イ ト 拍 動 車 業 者)が 吹 きな ら した 無 鉛 ガ ソ リ ン要 求 に対 して,い くつ か の 石 油 会 社

が声 明 を発 表 した。 大 部 分 の 声 明 の趣 旨は,石 油精 製 会社 と して は,自 動 車 メー カー一が 無 鉛 ガ ソ

リ ンを使 用 で き るエ ン ジ ンを 開 発 しさ え ず れ ば ,即 座 に ガ ソ リ ン中 の鉛 を除 去 す る とい う もの で

あ ワ た。」 〔「ガ ソ リ ンエ ン ジ ンの 大 気 汚 染 と そ の 対 策 」WE'IROLEUMPRESSSERVICE(日

本 語 版)』1970年4月,141(21)ペ ー ジ 。〕

17>WayneH巳nderson&ScottBenjamin
,StandardCH'な ㎜'迎R3ア125yE4R8Mo妙 加o鳥

'π翻朋α言卍.,,a41996.
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ク タ ン に まで 低 下 した 尉。 した が っ て,石 油 精 製 産業 に と って は,鉛 添加 に代 『

わ るオ ク タ ン価 向 上 の 手段 を採 用 す る こ とが 必 須 課 題 と な った 。 だ が,鉛 に代

わ るオ ク タ ン価 向 ヒ剤 の 開 発 は す す ま な か っ た'%

ア メ リカ石 油 精 製 企 業 に 残 さ れ た現 実 的 な オ ク タ ン価 向 上 の 手段 は,製 油 所

を高 度 化 して 芳 香 族 系 炭化 水 素 な どの オ ク タ ン価 の高 い 石 油 製 品 を生 産 す る こ

とで あ った 。 だ が,石 油 精 製 産 業 は,製 油 所 の高 度 化 のた め に,40億 ドルの設

備 投 資 を負 担 す る こ とに な る と予 想 さ れ た2%さ らに,全 米 的 に 無鉛 ガ ソ リ ン

を販 売 す るた め に,給 油所 タ ン ク,タ ー ミナ ル の出 荷 施 設 の 増 設 の た め に も

設 備 投 資 を迫 られ る こ どに な つだ1}。

大 手 石 油 精 製 企 業 は,従 来,自 動 車 ガ ソ リ ン需 要 の 増 大 と,エ ン ジ ン性 能 の

向上 に よ る.ハイ オ ク ガ ソ リン需 要 の増 大 に対 応 す るた め 製 油 所 の 高 度化 をす す

め て きてい た 。 しか し,大 手石 油精 製 企 業 に とっ て も,ガ ソ リ ン無鉛 化 の た め

の製 油 所 高 度 化 の 負 担 は 太 きか.つた 。1972年,テ キサ コ社 長 は,ガ ソ リ ン無 鉛

化 政 策 の実 施 を発 表 したEPAに 対 して,ガ ソ リ ン含 鉛 規 制 の緩 和 を 要 求す る

発 言 を して い る221。さ らに,業 界 の7割 を 占 め る 中小 石 油 精 製 企 業 は,有 鉛 レ

ギ ュ ラー ガ ソ リ ンを中 心 に 生 産 し製 油 所 を高 度 化 して こな か った 。 無鉛 レギ ュ

ラー ガ ソ リ ンを生 産 す る こ とは不 可 能 だ っ だ ㌔

18)同 上,141〔21)ペ ー一浩

19)そ の後,MTBE(メ チ ル ト リブチ ルエ ー テ ル)な ど の オ ク タ ン価 向 上 剤 が 開発 さ.れ る。

20)ゲ テ ィー ・オイ ル とテ キ サ コ ば,無 鉛 ガ ソ リ ン生 産 に伴 う設 備 投 資 コ ス トの堆 加 につ い て次 の

よ う に述 べ て い る 。 ゲ ッテ ィ ・オ イル 「デ ラ ウ ェ ア市 にあ る14万 バ ー レル/日 製油 所 で は,無 鉛

ガ ソ リンの み を 製 造 す る場 合 に417000万 ドルの 投 資 を必 要 とず る と推 定 して い る(製 品 は レギ よ

ラー ・ガ ソ リ ン)。1(「.石 油 産 業 と環 境 保 全 」rPFTR〔}1,RUMPRESSSERVICE〔 日本 語 版 〕1

19705E4月,123〔3>ペ ー ジ)。 ま た,テ キ サ コ社 長 エ プ レ イ.(MarionJ.Epley)「 石 油 産 業 が 新

型 軍 用 に無 鉛 ガ ソ リ ンを 製 造 しよ うとす れ ば,約 ω 億 ドルの投 資 が必 要 に な る 」 と述 べ て い る。

〔「ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 人 気 汚 染 対 策 とそ の 対 策 」 『PETROLEUMPRESSSERVICE{日 本 語

版)11970年4月,141(2Dペ ー ジ)。

21)「 産 業 全体 と して み れ ば,新 ガ ソ リ ンを加 えた3等 級 ガ ソ リ ンへ の切 替 え に は,給 油 所 の設 備

や タ ンク の増 設,タ ー ミナ ル の 出 荷 施 設 の 追 増 な どに10億 ドル を必 要 とす る で あ ろ う。.1(1自 動

車 ガ ソ リ ン:無 鉛 か ゼ 低 鉛 か?」 『PETROLEUMPRESSSERVICE(日 本 語 版)11970年6月,

226(26)ペ ー ジ)6

22)「 鉛 の 問題 」1YETROLEUMPRESSSERVICE(H本 語 版)』1972年6月,227(31)ペ ー ジ。

23)「2等 級 ガ ソ リ ン元 売 り会 社 石 油業.界 の70%を 占 め る一一 は,ア メ リカ の道 路 を走 る9400/



アメリカ自動車 ・石油精製企業のマスキー法への対応 〔353〕8ア

ァ メ リ カ 自動 車 企 業 は,触 媒 コ ンバ ー ター 方式 実 用 化 の必 須 条 件 と して ガ ソ

リ ン無鉛 化 を急 ぐた め,石 油 精 製 産 業 との調 整 を 余儀 な くされ る こ と にな った 。

2石 油精製企業 に対す る自動車企 業の譲歩

ガ ソ リ ン無 鉛 化 を実 現 す るた め に,ア メ リカ 自動 車 企 業 は 石 油 精 製 産 業 の 要

求 を受 け入 れ て,二 点 にお い て譲 歩 した。

第....一に,ア メ リカ 自動 車 企 業 は,自 動 車 エ ンジ ンの 仕様 を 変 更 し,エ ンジ ン

の圧 縮 比 を引 き 下げ た 。 アメ リカ 自動 車 企 業 が 従 来 生 産 して い た 高圧 縮 比 エ ン

ジ ン(圧 縮 比10:1)は オ ク タ ン価96の ガ ソ リ ンを要 求 した が,低 圧 縮 比 エ ン

ジ ン(圧 縮 比8.35:1)に 仕 様 を変 更 す る こ とに よ り,オ ク タ ン価91の 低 オ ク

タ ン ・ガ ソ リン を使 用 で きる よ うに な つだ41。

ア メ リカ 自動 車 企 業 は,従 来,高 圧 縮 比 エ ン ジ ンを 搭載 す る 中 ・大 型 乗 用 車

を 電力 商 品 と して土 座 ・販 売 して きた 。 に もか か わ らず,エ ンジ ン性 能 を低 下

させ.る製 品戦 略 を採 用 した こ とは,石 油 精 製 産業 の生 産力 の限 界,こ の場 合 は

オ ク タ ン価 向上 能 力 の 限 界 に よ って,ア メ リカ 自動 車 企 業 の製 品 戦 略 が 制 約 さ

れ た こ とを意 味 す る。

第二 に.ア メ リカ 自動 車 企 業 は,当 面,若 干 の鉛 を ガ ソ リン に添 加 す る こ と

につ い て も認 めた 。 石 油 精 製 産 業 は アメ リカ 自動 車 企 業 に対 して,ガ ソ リ ンに

若 干 の鉛 添 加 を認 め る こ と も要 求 しだ51。 ア メ リ カ 自動 車 企 業 は,1971年 型 新

車 の うちの か な りの 車種 は有 鉛 ガ ソ リ ンの使 用 を可 能 にす る と答 え,石 油精 製

企 業 の 要 求 に こた え たε6b

＼ 万 台 の 車 に 対 す る 自社 シェ ア の ガ ソリ ン供 給 を つ づ け る一 方,今 後拡 大す る新 低 オ ク タ ン ・ガ ソ

リ ン市 場 に 対 処 しな けれ ば な らぬ と い う問 題 に 当 面 す る 。」(「 自動 車 ガ ソ リ ン;無 鉛 か,低 鉛

か?」 「PETROLEUMPRESSSERVICE(日 本 語 版)」1970.年6月,226〔26)ベ ー ジ.)

24)「 大 気 汚 染:精 製 業 者 の.†1張反 駁 さ れ る」 「PetroleumEconomist(日 本 語 版)11974年5月,

191,:31)ペ ー ジc

25}「 自動 車 ガ ソ リ ン1無 鉛 か,低 鉛 か?」rPETRULETTMPRESSSERVICE(日 本 語版)』]970

年6月,226(26>ペ ー ジ。

26)1.ガ ソ リ ンエ ン ジ ンの 大 気 汚 染 対.策 と そ の 対 策 」 『PETROLEUMFRESSSERViCE(日 本 語

版)』1970年4月,141〔21>べ ・一ジ。
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こ う した 状 況 をふ ま え れ ば,ア.メ リカ 自動 車 企 業 に よ る全 車種 へ の触 媒 コ ン

バ ー ターの 搭 載 が,1976年 新 車 に まで ず れ こ んだ 要 因 は,石 油 精 製 産業 に よ る

製 油 所 の 高 度 化 が す ぐに は 進 まず,ガ ソ リン無 鉛 化 が 遅延 した た め だ と考 え ら

れ る。 ま た,UM,フ ォー ドが,1970年 に触 媒 コ ンバ ー ター 方 式 の採 用 を決 定

した 後 も,ロ ー タ リー ・エ ン ジ ンやCVCCエ ン ジ ンの採 用 を オ プ シ ョ ンと し

て い た の も,ア メ リカ 石油 精 製 産 業 に よ る ガ ソ リ ン無 鉛 化 の実 現 の可 能 性 が 不

確 実 で あ った こ とが一 つ の理 由で あ った とい え よ う。

以 上 の アメ リカ 自動 車 企 業 の 譲 歩 をふ まえ て,よ うや く,石 油 精 製 産 業 は無

鉛 ガ ソ リ ンの 生 産 に踏 み だ し,ユ970年 末 に は,テ キサ コ,ク ラ ー ク,シ テ ィ

ズ ・サ ー ビス な ど20数 社 が,無 鉛 ・低鉛 の91オ ク タ ンガ ソ リ ンの販 売 を開 始 し

た2%し か し,ア モ コ を 除 い て は,無 鉛 ハ イ オ ク ガ ソ リ ンを 生 産 す る石油 精 製

企 業 は,1979年 ま で 存 在 しな か った28,。す で に述 べ た よ うに,ア メ リカ 白動 車

企 業 の 要 求 は無 鉛 ハ イ オ ク ガ ソ リ ンの大 量 生 産 で あ る。 当 時 の ア メ リカ石 油 精

製企 業 の 中で,こ の要 求 に応 え う るの は,無 鉛 ハ イオ ク ガ ソ リ ンを生 産 ・販 売

して きた唯 一 の石 油 精 製 企 業 アモ コで あ った。 ア モ コ は,1970年 代 を通 じて,

製油 所 の高 度 化 を牽 引 し,触 媒 コ ンバ ー ター普 及 の条 件 を積 極 的 につ く り出 し

て い くこ と に な る。

3ア モ コに よるガソ リン無鉛化 の牽 引

ア モ コ は,1911年 に ス タ ン ダー ド ・ トラ ス トか ら独 立 して以 来,石 油 精 製 技

術 の革 新 をす す め,1920年 代 初 頭 に は,無 鉛 ガ ソ リ ン"AmocoGas"の 販 売 を

始 め た 。 第 二 次 世:界大 戦 中 に は,流 動 接 触 分解 と水 素化 改 質 プ ロセ ス の開 発 を

す す め,重 質 ナ フサか らオ ク タ ン仙 の 高 い 芳香 族 を生 産 した。1970年 まで は,

ア モ コが ア メ リカ東 南25州 と ワ シ ン トンDCで 販 売 して い た100オ ク タ ンの

27)「 ア メ リ カ=低 鉛 ガ ソIJン 増 版 」FPETROLEUMPRESSSERVICE]1970年 ユ2月.464(28)

ペ ー..ジ。

28)シ ェ ルf>1979年 に,エ ク ソ ン,モ ー ビル は19別 年 に,無 鉛 ハ イ オ ク ガ ソIJン の 生 産 を 開 始す る 。
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"A
mocoSuperPre皿ium"が,全 米 唯 一 の 無鉛 ガ ソ リ ンで あ っ だ'1。

アモ コに とっ て,ア メ リカ 自動 車 企 業 に よ る触 媒 コ ンバ ー ター方 式 の採 用 は,

自社 が独 占 的 に 生産 ・販 売 して きた 無 鉛 ガ ソ リ ンの 生 産 と販 売 を拡 大 す る絶 好

の 機 会 と受 け止 め ら れ た。1970年1月 の ア メ リ カ 自動 車 企 業 に よ る ガ ソ リ ン無

鉛 化 要 請 発 言 の 後,3月1A.ア モ コ社 長(Blaine.J.Yarrington)は,次 の

よ うに述 べ た。

「千 載 一 遇 の好 機 で あ る。 触媒 コ ンバ ー ターが 排 気 ガ ス低 減 の現 実 的 手段 と

了解 され た な らば,そ れ は ガ ソ リ ン無 鉛 化 を意 味 す る。 そ して,わ れ わ れ

は様.々なや り方 で鉛 を除 去 して きた の だ」鋤。

実 際 に,ア モ コは,無 鉛 ガ ソ リ ンの 生 産 能 力 の 拡 充 と販 売 の 促 進 の た め に

積 極 的 に投 資 を 行 っ た 。 ア モ コ は,1970年,1971年 の2年 間 に,石 油 精 製 部

門 と製 品 販 売 部 門 に1億 ドル投 資 した。 そ の 内 容 は,芳 香 族 の 増 産 と ブ レ ン

ドの た め の 製 油 所 の 高 度 化,お よ び モ等 級 の ガ ソ リ ン(有 鉛 プ レ ミア ム,有

鉛 レギ ュ ラー,無 鉛 レ ギ ュ ラー)を 扱 う た め の ガ ソ リ ン ・ス タ ン ドの増 設 で

あ る。

そ して,1970年 代 を通 じて,ア モ コ は無鉛 ガ ソ リ ン販 売 量 を拡 大 して い った 。

1971年 に.は,連 邦 政 府 の公 用 車 で使 用 す る無 鉛 ・低 鉛 ガ ソ リ ン9000万 ガ ロ ンを

受 注 した 。1974年7月,大 部 分 の ガ ソ リ ンス タ ン ドに 無 鉛 ガ ソ リ ンの販 売 を 要

求 す る 連邦 規 制 が 適 用 され て,1975年 車 に無 鉛 ガ ソ リ ンの 使 用 が 義 務 づ け られ

た触 媒 コ ンバ ー ター 搭 載 自動 車 の販 売 が 開始 され る と,無 鉛 ガ ソ リンの 販 売 量

は さ らに拡 大 した 。1976年 に は,ア モ コは 自社 販 売 ガ ソ リンの31.6%を 無鉛 化

して い た。 この 値 は,石 油 精 製 産 業 平 均 の20%を 大 き く上 ま わ って い た 。1977

年 に は,ア モ コ は,全 米1位 の 無 鉛 ガ ソ リ ン販 売 者 の 地 位 を 維 持 し て い た
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エ ク ソ ン,シ ェ ル,モ ー ビル な どの大 手 石 油 精 製企 業 は ,ガ ソ リンの オ ク ダ

ン価 向 上 をエ チ ル ・ブ ラ ン ドの鉛 添 加 に依 拠 して い た た め,製 油 所 の高 度 化 競

争 にお い て は アモ 白の後 塵 を拝 す る こ とに な った 。 これ らの大 手 石 油 精 製 企 業

は,ユ970年 代 に 製油 所 の 高度 化 をす す め た が,シ ェ、ル は1979年 に,エ クソ ン,

モ ー ビ ルは1980年 に な っ て,漸 く無 鉛 ハ イ オ ク ガ ソ リンの生 産 を開 始 した 。

この よ うに,ア.メ リカ石 油 精 製 産 業 に と って ガ ソ リ ン無 鉛 化 は,単 な る有 鉛

か ら無鉛 へ の ガ ソ リ ン規 格 転 換 に と ど ま らず,ガ ソ リ ンの生 産 条 件 の 転 換 を 迫

る よ うな競 争 条件 の変 化 を意 味 した 。 この変 化 は,無 鉛 ハ イ オ ク ガ ソ リンの 生

産 に先 ん じて い る ア モ コ に と って は,石 油精 製 産 業 内 競 争 で 一 躍 優 位 にた つ 機

会 を与 え た 。

最後 に.,.以..ヒに述 べ た こ とをふ ま え て,ア モ コがIIECに 参 加 し,フ ォー ド

の排 気 ガス技 術 開発 に協 力 した動 機 を分 析 したい 。

まず,ア モ コ に と って,ア メ リ カ 自動 車 企 業 に よ る触 媒 コ ンバ ー ター 方式 の

採 用 は,.石 油 精 製 産 業 にお い て 自 らに有 利 な競 争 条 件 、 す なわ ち,有 鉛 か ら無

鉛 ヘ ガ.ソリ ン規 格 を変 更 す る条 件 とな.つた 。 ア モ コ はIIECに 参 加 す る こ とで,

この好 機 をつ く りだ す こ とが可 能 とな った とい え よ う。 また,フ ォー ドに と っ

て は,ア モ コがIIECに 参 加 す る こ とに よ って,石 油 精 製 企 業 が 製 油 所 を 高 度

化 す れ ば.無鉛 ハ イオ ク ガ ソ リ ンの生 産 が技 術 的 に可 能 で あ る こ とが 確 認 さ れ た 。

つ ま り,ア メ リカ 自動 車企 業 は,石 油 精 製 産 業 に よ る ガ ソ リ ン無 鉛 化 は技 術 的

に は ロ∫能で あ る,と の.見通 しを も った上 で,石 油 精 製 産 業 に対 して ガ ソ リ ン無

鉛 化 を 要求 す る こ と.がで きた 。 そ して,実 際 に ア モ コは,製 油 所 の 高 度 化 に よ

る ガ ソ リ ン無 鉛 化 を牽 引 す る役 割 を果 た し,自 動 車 産 業 に お小 て 触 媒 コ ンバ ー

ター 方 式 実 用 化 の 条 件 を 形 成 す る 役 割 を 果 た した 。 フ ォー ドと ア モ コ は,

IIECを 基 盤 と して触 媒 コ ンバ ー ター方 式 と無鉛 ガ ソ リ ン規 格 を 開発 し普 及 す

る こ とに よ って,フ ォー ドは 自動 車 産業 に お け る排 気 ガ ス技 術 開 発 競 争 を抑 制

し,ア モ コは石 油 精 製 産 業 にお け る製 油 所 高度 化 競 争 を活 発 化 させ,互 い の経

営基 盤 の強 化 を はか って お り,こ の点 に両 者 の共 通 の 利 害 が あ る とい え よ う。



アメリカ自動車 ・石油精製企業 のマスキー法への実寸応 〔357:91

お わ り に

以 上 の 分 析 を総 括 して,結 論 を述 べ る。 自動 車企 業が 石 油 精 製 企 業:ご協 力 を

求 め る の は,低 公害 「働 車(触 媒 コ ン バー ター.:〕を実 用.化す る うえて,イ.1油 精

製企 業 に よ る ク リー ン燃 料::無 鉛 ガ ソ リン)の 生 産.体制 と流1重網 の 整 備 を前 提

して い る た めで あ る、.また,石 油 精 製 企 業 が 自動 車 企 業 に協 力 す るの は,低 公

害 自動 車が 要求 す る ク リー ン燃 料 の 生 産 を リー ドす る こ とに よ って,石 油製 品

市場 シ ェ ア を拡 大 す る こ とが 可 能 とな るた めで あ る、

次 世 代 排 気 ガ ス技 術 と して 注 目さ れ て い る燃 料 電 池 は,メ タ ノー ル 〔.天然 ガ.

スを主 原 料 とす る::,ガ ソ リ ン1::{」.油1,エ.タ ノ・一ル:.ト ウモ ロ コ シ.などの バ イ

オ マ ス)を 燃 料 とす る 可 能'「生を も って い る。 現rr寺点 で は,t*n-t一 トヨ ダの 改 質

ガ ソ リン型 燃 料 電 池 と,ダ イ ム ラー ・ク ラ.イ.スラ ーーフ ォー ドの メ タ ノ・.一ル型

燃 料 電 池 との 開 発競 争 が激 化 して い るが,ど の燃 料 電 池規 格 が 業 界 標 準 とな る

か に よ って,自 動 車.用燃 料市 場 の シェ ア は激 変 す る可 能性 が あ る,、本 稿 の結 論

をふ ま え て,GM一 トヨ タ とエ ク ソ ンモ ・一ビ ルが 提 携 す る動 機 につ い て 推 論 す

れ ば,GM一 トヨ タ は,エ ク ソ7モ ー ビルが 改 質 ガ ソ リ ン を供 給 す る こ とで,

改 質 ガ ソ リ ン型 燃 料 電 池 の実 用 化 の た め の 条件 の形 成 を狙 い,ま た,エ ケ ソン

モ ー ビル は,燃 料 電 池 自動 車 へ の ク リー ン.燃料 供 給 の主 導 権 を掌 握 しよ う とす

る狙 い が あ るの で は ない か 。

燃 料 電 池 開 発 を め ぐる 自動 車 一石 油 企 業 間 の提 携 の 分 析 につ い て は,今 後 の

自動 車 産業,石 油 産 業 の 再 編 過程 の 重 要 な要 素 で あ り,検 討 課 題 と した い 。


